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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月23日(2015.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　第２の組成物は、ブデソニドを含む錠剤を含み得る。一実施形態では、錠剤は、少なく
とも１つの炎症性要素を呈する腸管疾患の治療および／または少なくとも１つの炎症性要
素を呈する腸管疾患の寛解の維持に有効な量のブデソニド、たとえば、１～１２ｍｇのブ
デソニド、１～１８のブデソニド、３ｍｇのブデソニド、４．５ｍｇのブデソニド、６ｍ
ｇのブデソニド、９ｍｇのブデソニド、１２ｍｇのブデソニド、１５ｍｇのブデソニド、
または１８ｍｇのブデソニドを含み得る。別の実施形態では、錠剤は、ブデソニドと、少
なくとも１種の親油性賦形剤と、少なくとも１種の両親媒性賦形剤と、少なくとも１種の
親水性賦形剤とを含み得る。いくつかの実施形態では、錠剤は、マルチマトリックス錠剤
であり得る。一実施形態では、少なくとも１種の親油性賦形剤は、親油性マトリックス形
成賦形剤である。別の実施形態では、少なくとも１種の両親媒性賦形剤は、両親媒性マト
リックス形成賦形剤である。別の実施形態では、少なくとも１種の親水性賦形剤は、親水
性マトリックス形成賦形剤である。
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